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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和４年１０月２４日（月）  

 

２ 確認箇所 

  瓦礫類一時保管エリアＷ１ 

   

３ 確認項目 

瓦礫類一時保管エリアＷ１の状況 

 

４ 確認結果の概要 

昨年、瓦礫類一時保管エリア（以下「一時保管エリア」という。）で保管

している収納容器（ノッチタンク、コンテナ）より放射性物質が漏えいした

事象を契機として、飛散抑制対策（容器収納、シート養生）が必要な瓦礫類

を保管している収納容器について、点検や内容物確認、耐候性のあるシート

（以下「本設シート」という。）による養生が実施された。 

東京電力では、今年度も引き続き収納容器の点検や内容物確認等を続けて

いくとしており、今回は、飛散抑制対策が必要な瓦礫類を保管しているエリ

アの一つである一時保管エリアＷ１において、一度設置された本設シートが

収納容器の点検等のため一時的に撤去されていたことから、状況を確認し

た。（図１）（前回確認日：令和４年６月１日） 

・現場では一部の収納容器を除き、本設シートによる養生が撤去されてい

た。（写真１） 

・エリアの中央部でコンテナの確認作業が行われており、コンテナの外観や

放射線量、内部の状況等を確認していた。（写真２） 

・確認作業を実施中のコンテナを確認したところ、内部には黒色のフレコン

バックが封入されていた。作業中、蓋の落下防止のため、蓋をフォークリ

フトでつり上げるとともに、蝶番部分に角材が挟められていた。（写真

３） 

・保管されている収納容器には、経年劣化による錆が見られたが、確認した

範囲で廃棄物の漏れや破損等は見られなかった。（写真４） 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/517159.pdf


 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

（写真１－１） 

一時保管エリアＷ１入口の状況 

（令和４年６月１日撮影） 

 

（写真１－２） 

同左 

（令和４年10月24日撮影） 

 

 

（写真２－１）  

外観確認の状況 

本設シート 本設シート撤去済 
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（写真２－２） 

 コンテナ内部の放射線量確認の状況 

 

 

（写真２－３） 

 コンテナ内部確認の状況 

 

 

（写真３） 

 コンテナ内部の状況 

 

 

（写真４） 

 エリア内の収納容器の例 

 

５ プラント関連パラメータ等確認 

  本日確認したデータについて、異常な値は確認されなかった。 

 

 

測定機器 

角材 


